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美
し
郷
の
魅
力
　
喬
木
部
門

2024 喬木村 フォトコンテスト2024 喬木村 フォトコンテスト
満
開
の
夜
桜
に
乗
り
物
の
光
跡
を
配
し
て
撮

影
し
た
作
品
。
富
田
城
山
公
園
は
今
ま
で
も

何
点
か
応
募
が
あ
っ
た
名
勝
で
す
が
、
撮
影

の
時
間
帯
や
光
跡
の
配
置
具
合
、
広
角
レ
ン

ズ
で
の
構
図
の
構
成
等
、
隅
々
ま
で
計
算
さ

れ
て
い
る
作
品
で
す
。
朝
晩
を
問
わ
ず
、
こ

の
場
所
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、

地
元
の
撮
影
者
な
ら
で
は
の
強
み
を
大
い
に

発
揮
さ
れ
た
作
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

喬
木
村
１
５
０
周
年
を
記
念
し
て
の
花
火
大
会
の

一
コ
マ
の
よ
う
で
す
。
色
と
り
ど
り
の
打
ち
上
げ

花
火
が
、
下
で
見
上
げ
る
見
物
の
人
た
ち
の
視
線

を
く
ぎ
付
け
に
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。
花
火
の
美
し
さ
だ
け
を
捉
え
ず
に
、
わ
ず
か

に
人
物
を
配
し
た
こ
と
で
、
単
な
る
花
火
の
写
真

か
ら
一
つ
抜
け
出
す
作
品
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

曙
月
庵
で
の
撮
影
会
か
何
か
の
作
品
で
し
ょ
う
か
。

喬
木
村
の
阿
島
傘
は
有
名
で
す
が
、
た
だ
単
に
傘

だ
け
を
撮
っ
た
作
品
で
は
な
く
、
和
服
姿
の
女
性

を
配
し
て
、
太
陽
の
透
過
光
に
よ
り
、
こ
の
傘
特

有
な
骨
組
の
美
し
さ
や
気
品
さ
え
も
映
し
出
し
て

い
ま
す
。
畳
に
投
影
さ
れ
た
赤
い
傘
色
も
、
作
品

に
味
わ
い
を
加
え
て
い
ま
す
。伊

藤

　舞 

様

「
ク
リ
ン
ソ
ウ
の

　
　
　散
歩
道
」

福
澤

　尚 

様

「
お
魚
に

　な
っ
た
よ
！
」

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

部
門
賞

最
優
秀
賞

最優秀賞

片
桐 

兼
則
様

「
感
動
の
ひ
と
と
き
」

湯
澤 

昭
夫
様

「
夜
桜
」

杉
本

　悟
様

「
春
満
開
」

特
別
賞

特
別
賞

岩崎　香織 様

「いちご大好き」特別賞

小池　豊 様

「家族記念写真」特別賞

白井 紀子 様

「家族で商い」
審査員
特別賞

丹羽　明仁 様

「幻想の花園」特別賞
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

唐
澤

　聖
様

「
真
紅
の
美
」

審査結果　総評　　　長野県写真連盟　副会長　細川　伸吉
「美し郷の魅力　喬木部門」今回もたくさんの作品が寄せられました。その中で、村内の名勝と
言われる場所の作品でも、今まで見たことがある撮り方とは違った見せ方の作品や、テーマが明
確に選者に伝わってきた作品が上位にいきました。これらの他にも紹介したい場所はたくさんあ
ると思いますので、新しい視点で大いに撮影されることを願っています。｠

応募総数  ・喬木部門 40点・インスタグラム部門 258点・思い出部門 26点

久保田 清文 様「安養寺御開帳」

１
５
０
周
年
記
念
思
い
出
部
門

中村 八代子 様
「菅沼商店　かね善」

【
撮
影
時
期
】
昭
和
初
期

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
】
建
物
の
真
ん
中
に
看
板

が
見
え
ま
す
。
手
前
に
は
山
積
み
の
柄

竹
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

【
撮
影
時
期
】
昭
和
41
年

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
】
安
養
寺
の
御
開
帳
は
60
年

に
一
度
本
開
帳
、
そ
の
あ
と
30
年
に
中
開
帳

が
行
わ
れ
ま
す
。
昭
和
41
年
４
月
３
日
に
本

開
帳
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
稚
児
行
列
、
僧
侶

の
行
列
が
毘
沙
門
天
堂
ま
で
続
き
ま
す
。
当

日
は
神
武
天
皇
祭
（
現
在
・
阿
島
祭
り
）
が

同
時
に
行
わ
れ
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

池田 恵将 様「えっ！？」

【
撮
影
時
期
】
昭
和
39
年
秋

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
】
押
し
入
れ
か
ら
出
て
き

た
１
枚
。
ス
ー
ツ
姿
の
男
た
ち
が
家
具

を
運
ぶ
様
子
に
、
奥
の
怪
し
げ
な
セ
ダ

ン
２
台
も
相
ま
っ
て
、
最
初
は
「
え
っ
、

ガ
サ
入
れ
!?
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
祖

母
の
荷
入
れ
の
写
真
だ
そ
う
で
す
。 ｠堀内　貴子 様

「大好きだった
おじいちゃん」

特別賞

小
林

　萌
様

「
昭
和
の
結
婚
風
景
」

広報 2025・4
第478号

村の人口　5,586 人（－14）
　男　　2,745 人（－８）
　女　　2,841 人（－６）

　世帯数　2,046 戸（－７）
（令和７年３月１日現在）
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サテライトオフィス　新規開設のお知らせ！
　国の補助制度「デジタル田園都市国家構想交付金」を活用し、村内の民間事業者２者が整備・運営するサテライ
トオフィス(コワーキングスペース) ２施設がオープンしました。

【補助制度に関する問い合わせ先】　役場　企画財政課　企画財政係　☎33−5129

施設名：「林檎屋共働空間」
住　所：長野県下伊那郡喬木村843−1
電　話：0265−49−0132

施設名：「iSpaceたかぎ」
住　所：長野県下伊那郡喬木村2537
電　話：0265−33−2017

村内の高校生向けに会議室の開放を行うことを計画
中です。詳細、申し込みは右記二次元コードよりご
確認ください。

築100年を数える古民家を改修し、コワーキングス
ペース、貸しオフィス、会議室を有する新たな施設
が誕生しました。ぜひご利用ください。

林

檎 屋 共 働 空

間

iSp
aceたかぎ

新規開設！
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令和７年4月請求分からの下水道料金をお知らせします

2025年度喬木村ごみリサイクルカレンダー　内容訂正のお知らせ

　村では、下水道事業経営の安定のため令和4年度から令和7年度にかけ、段階的な料金改定を
行っています。令和7年4月請求（3月使用分）からの下水道料金をお知らせします。

令和７年度までの改定では
○基本量を8㎥から10㎥に拡大
○基本料金を2,035円（税込）から2,090円（税込）に引上げ
○従量料金の段階的な改定　　を行います。

令和７年度の改定料金は右記のとおりです。

※この料金改定の最終年度となります。

　村では、下水道使用者との費用の均衡を図るため、浄化槽を設置している方に対し、今まで個人及び地区
等で支払っていただいていた11条検査の費用を令和4年度から公費負担としています。個人及び地区等への
11条検査費用の請求はありません。
●浄化槽法第11条検査とは　毎年1回、長野県浄化槽協会が浄化槽設置者に対し浄化槽が適正に管理され、

正常に機能されているかを確認する検査です。
●検査項目は次の通りです　◦浄化槽が正しく設置されているか・浄化槽が正常に機能しているか
　　　　　　　　　　　　　◦保守点検や清掃が適正に行われているか

改定の内容

改定までのスケジュール

改定前（令和4年5月使用分まで）（税込）
基本料金
0～8㎥

従量料金
9～30㎥ 31～100㎥ 101㎥～

2,035円 1㎥ごと132円 220円 264円

令和７年度改定後（税込）
基本料金
0～10㎥

従量料金
11～30㎥ 31～100㎥ 101㎥～

2,090円 1㎥ごと220円 264円 319円

【問い合わせ先】　役場　生活環境課　上下水道係　☎33−5122

【問い合わせ先】　役場　生活環境課　環境林務係　☎33−5127

（例）
２月２５日に検針した分（２月使用分）が
３月の支払分（令和６年度料金）になります。
３月２５日に検針した分（３月使用分）が
４月の支払分（令和７年度料金）になります。

浄化槽法第11条検査に係る費用は公費負担となっています

令和７年度料金

検針

請求

 

2月20日～
2月28日

3月20日～
3月31日

4月20日～
4月30日

3月支払分 4月支払分 5月支払分

令和６年度料金

２月 ３月 ４月 ５月

※詳しい料金表は村のHPに掲載してありますのでご確認ください。

　令和７年２月に発行・配布しました、2025年度喬木村ごみリサイクルカレンダーの内容に一部誤りがありました
ので、以下の通り訂正させていただきます。

【訂正箇所】　カレンダー表面下部・収集するもの・埋立ごみの欄

【誤】　●乾燥剤、庭木の焼却灰　 ➡ 　【正】　●庭木の焼却灰
※「乾燥剤」は「燃やすごみ」となります。
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【問い合わせ先】　役場　生活環境課　環境林務係　☎33−5127

【問い合わせ先】　役場　生活環境課　環境林務係　☎33−5127

令和７年度　犬の登録・狂犬病予防注射日程

全村一斉環境美化運動の実施について

　喬木村では下記の日程で狂犬病予防注射を実施します。予防接種は狂犬病予防法により飼主の義務となっていま
す。毎年1回は予防接種を受けましょう。
　注射代金３,６００円の他、新規登録の場合は３,０００円が必要となります。おつりの無いようご準備ください。

　地域の環境美化につきまして、日頃ご協力をいただきありがとうございます。
　村では、ごみのポイ捨てをしないよう呼びかけていますが、モラルのない人たちにより空き缶・プラスチック類
が投げ捨てられ、自然豊かな村の美観を損ねております。喬木村の美しい自然を守っていくために、環境美化運動
への参加をお願いします。
〇日　　時　　４月２０日（日）　午前６時から午前７時まで
　　　　　　　※上記日時は各地区の都合により変更される場合があります。
　　　　　　　　実施の際は、各地区の計画・指示に従いご参加ください。
　　　　　　　※雨天でも実施します。
〇参加範囲　　一戸　1名
〇実施内容　　道路・河川に捨てられている空き缶、びん等の収集
〇集積場所　　下記表の通り
〇そ の 他　　組合に所属していない方で運動にご参加いただける方は、お手数ですが

環境林務係（☎33−5127）までご連絡ください。

（第１次）
期日 地　区 場　所 時　間

４
月
８
日（
火
）

加々須 加々須区民会館 8：40～8：50
大　島 牧畑集落センター 9：00～9：05
上　平 上平集落センター 9：15～9：25
田上川 田上川消防センター 9：30～9：40
氏　乗 氏乗集落センター 9：55～10：00
大和知 大和知公民館 10：05～10：15
富　田 南部防災センター 10：20～10：35

北 消防センター 10：45～11：00
郭・町・寺の前 第一公民館 11：05～11：15

帰牛原 帰牛原消防センター 11：20～11：30
南 農事集会所 13：05～13：20

馬場平・両平 中央社会体育館 13：25～13：35
伊久間 農産物加工センター 13：40～13：55

獣医師 松村一成

（第２次）　第１次で受けられなかった方
期日 場　所 時　間

５
月
22
日（
木
）

南部防災センター 13：10～13：20

役場前 13：30～13：50

訪問注射（※要予約） 14：00～15：00

地区名 場　所 地区名 場　所 地区名 場　所
北 北コミュニティ消防センター 馬場平 馬 場 伝 承 館 富　田 南 部 防 災 セ ン タ ー

寺の前 寺 の 前 消 防 詰 所 両　平 韓 郷 神 社 前 大和知 大 和 知 公 民 館
帰牛原 帰 牛 原 消 防 セ ン タ ー 田上川 田上川消防センター 氏　乗 氏 乗 集 落 セ ン タ ー

郭 第 一 公 民 館 上　平 上 平 倉 庫 大　島 西 村 バ ス 停
町 町 消 防 セ ン タ ー 上 の 原 集 会 所

加々須
一 ノ 瀬 バ ス 停

南 南 農 事 集 会 所 伊久間 伊 久 間 倉 庫 跡 桃 添 中 倉 庫
野 田 原 会 所
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　長野県公式LINEアカウントを「友だち」追加し、利用登録すると、LINEアプリで
ながの子育て家庭優待パスポートを利用することができるようになりました。協賛店
舗に提示することで紙のカードと同じようにサービスを受けることができます。設定
方法等は下記の二次元コードから「チアフルながの」ホームページをご確認くださ
い。紙のパスポートについても引き続き利用できます。

〔死亡叙勲〕旭日単光章を受章　　　元村議会議員　故 山
や ま が み

上　賢
け ん

亮
りょう

 さん（大島）
　山上さんは、平成９年６月から平成21年６月まで、３期12年の永きにわたって村議会議員を務め、地域住民の代
表として村政の発展に大きく貢献されました。
　山上さんは、令和６年10月15日に逝去されましたが、これらの功績に対し旭日単光章が授与され、このたびご遺
族に対し村長から章記と勲章及び略綬を伝達しました。

　村内のリニア関連工事において、新たに以下の通り工事車両が出入りする予定です。期間中は近隣住民の皆様に
は大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますとともに、付近を通行される際には十分ご注意いただきます
よう、よろしくお願いいたします。

※いずれの通行も、工事の進捗や悪天候等により運搬に運休が生じた場合には、上記の運搬期間・時間
帯以外に運搬を行うことがございますが、通勤通学時間帯は台数を調整する等、配慮されます。

－堰下エリア－
【概要】令和3年5月より保管してあります電気部品の搬入出に伴い、

令和7年4月から左図のとおり運搬車両が通行します。
　■期　間：令和7年4月～令和8年3月末まで（月～金曜日）
　■時間帯：午前9時～午後3時
　■台　数：１日最大3台（往復６台）

－阿島北エリア－
【概要】令和7年4月より左図のとおり資機材の運搬車両が県道を通行します。
　■期　間：令和7年4月～令和11年3月末まで（月～土曜日）
　■時間帯：午前7時～午後7時
　■台　数：（一日最大）・通常時10台（県道往復20台）
　　　　　　　　　　　・生コン運搬時200台(現在のルートとのワンウェイ)
　※詳細は毎月発行の「工事だより」でお知らせします。
　※村道106号線の規制時台数は追ってお知らせします。

リニア関連工事車両の通行にご注意ください

ながの子育て家庭優待パスポートがLINEアプリで使えるようになりました

故 山上賢亮さんが叙勲を受けました

【問い合わせ先】　役場　高速交通対策課　計画調整係　☎33−5140

【問い合わせ先】　喬木村教育委員会事務局　子ども教育係　☎33−2002

工事だより

友達追加はこちら▶
長野県公式LINEアカウント

設定方法はこちら▶
　　チアフルながの
　　ホームページ　

阿島自動車
学校前交差点

新小川渡橋
北交差点

天　竜　川

251
●
喬木村役場

阿島橋

　Aコープ
●たかぎ店

喬
木
郵
便
局
●

　

●アジ
マ

　
　

自
動
車
学
校

豊
丘
村
道 

城
見
田
線

県道伊那生田飯田線

村
道

121号
線

壬
生
沢
川

村
道

106
号
線

㈱マツザワ

竜東マイカー
センター

北第一公民館

工事ヤード

現在のルート

このアイコンが目印
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心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談

○
日
時　
4
月
11
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時

○
場
所　
ア
ス
ボ
ス
タ
ジ
オ

＊＊＊口座振替の方は預金の残高確認をお願いします。＊＊＊

対象地区 会　場 開催日 開催時間

北 北コミュニティ消防センター 9日、23日 午前10時

郭・寺の前 第 一 公 民 館 4日、18日 午後1時半

帰牛原
加々須・大島 帰牛原消防センター 7日、21日 午後1時半

町 阿 島 傘 伝 承 館 2日、16日、30日 午後1時半

南 南 農 事 集 会 所 2日、16日、30日 午前10時

馬場平・両平
伊久間 みんなの広場アスボ 14日、28日 午後1時半

上平 上 平 集 落 セ ン タ ー 11日、25日 午後1時半

田上川 田上川消防センター 7日、21日 午前10時

富田・大和知
氏乗 富 田 陶 芸 館 14日、28日 午前10時

※上記は現時点での予定であり、今後の状況によっては休止となる
可能性があります。

役場　保健福祉課包括支援係　☎33-1120問い合わせ先

椋
鳩
十
記
念
館
・

記
念
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

結
婚
相
談
日

○
日
時　
4
月
19
日（
土
）

　

午
後
７
時
30
分
～
8
時
30
分

○
場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
談
話
室

※
完
全
予
約
制

　

申
込
〆
切
：
4
月
17
日（
木
）

　

午
後
５
時
ま
で
。

　

申
込
は
お
電
話

　
（
☎
３
３

－

５
５
２
０
）

　

ま
た
は
こ
ち
ら
か
ら

な
ず
な
カ
フ
ェ

●
認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
の
方
や
介
護
者
の

方
を
対
象
と
し
た
憩
い
の
場

○
日
時　
4
月
8
日（

火）

午
前
10
時
～
12
時

○
場
所　
ア
ス
ボ
会
議
室

●
認
知
症
予
防
カ
フ
ェ

認
知
症
予
防
に
関
心
の
あ

る
方
、
ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す

○
日
時　
4
月
22
日（

火）

午
前
10
時
～
12
時

○
場
所　
ア
ス
ボ
会
議
室

　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
日

【問い合わせ先】　社会福祉協議会　☎33-5520
※行政相談のみ…役場　総務課　総務危機管理係　☎33-5120

　

椋
鳩
十
記
念
館
・
記
念
図
書
館

の
ホ
ー
ル
で

開
催
い
た
し

ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の
予
定
】

◦
西
駒
郷
　
ほ
っ
と
展

　

3
月
15
日（
土
）～
4
月
8
日（
火
）

◦
菅
沼
昭
彦
　
雪
山
風
景
展

　

4
月
12
日（
土
）～
22
日（
火
）

◦
新
井
定
幸
　
色
鉛
筆
の
世
界

　

4
月
26
日（
土
）～
5
月
13
日（
火
）

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
３
３

－

４
５
６
９

粗
大
ご
み
の
有
料
収
集
日

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

運
転
免
許
窓
口
の

受
付
時
間
の
変
更

〇
日
時

　

4
月
13
日（
日
）

　

午
前
8
時
か
ら
10
時
ま
で
の

　

2
時
間

※
小
雨
決
行
。
た
だ
し
悪
天
候
の

場
合
は
延
期
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

そ
の
場
合
は
4
月
13
日
午
前
6

時
30
分
頃
に
く
り
ん
ネ
ッ
ト
に

て
放
送
し
ま
す
。

〇
会
場

　

運
動
公
園
第
一
駐
車
場

　
（
中
学
校
側
駐
車
場
）

　

令
和
７
年
３
月
24
日（
月
）か
ら

飯
田
警
察
署
に
お
け
る
運
転
免
許

窓
口
の
受
付
時
間
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

※
飯
田
警
察
署
へ
お
越
し
の
際
は
、

御
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
業
者

　

㈱
南
信
サ
ー
ビ
ス

　

☎
４
９

－

０
３
４
８

費
用
に
つ
い
て
は
直
接
確
認
く

だ
さ
い
。

収
集
品
目
に
つ
い
て
は
、
ご
み

分
別
冊
子
や
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
田
警
察
署

　

交
通
課　

規
制
免
許
係

　

☎
０
２
６
５－

２
２－

０
１
１
０

　
　
（
内
線
４
１
２
・
４
１
４
）

３ 月 の 村 税 等
納期限 口座振替日

国 保 税（第1２期）

３月31日
（月）

３月25日
（火）

再振替
4月7日（月）

介 護 保 険 料
後 期 高 齢 保 険 料
上 下 水 道 料
保 育 料
児童クラブ利用料

手続 変更前
（３月21日まで）

▶

変更後
（３月24日から）

更新 ９：００～11：００
1３：００～1６：００

9：00～10：00
13：00～14：00

再交付
原付講習申込

９：００～11：００
1３：００～1６：００

10：30～11：30
14：30～15：30

記載事項変更
限定解除
申請取消（自主返納）
運転経歴証明書
国外運転免許証

９：００～11：００
1３：００～1６：００

10：30～11：30
14：30～1６：00

　次の各会場で行う予定です。どなたでも気軽に
ご参加いただけますので、是非お越しください。
　また、日程が変更となる場合にはくりんネット
で情報発信を行いますのでご注意ください。

４ 月 の 健 康 体 操 教 室

テ
ニ
ス

コ
ー
ト

第
二

駐
車
場

運動公園
グラウンド

喬木中学校

第一駐車場
粗大ごみ収集場所
入
口

出
口
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令
和
八
年
歌
会
始
の
お
題

及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

〇
令
和
八
年
歌
会
始
の
お
題

　
「
明
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
注
）お
題
は
「
明め

い

」
で
す
が
、
歌

に
詠
む
場
合
は
「
明
」
の
文

字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば

よ
く
、「
鮮
明
」、「
文
明
」、「
明

星
」の
よ
う
な
熟
語
に
し
て

も
、
ま
た
、「
明
る
い
」の
よ

う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

〇
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

・
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん

だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

・
書
式
は
、
半
紙（

習
字
用
の
半

自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
限
は

６
月
２
日（
月
）で
す

自
動
車
税（
種
別
割・

環
境
性
能
割
）の

減
免
申
請
に
つ
い
て

　

長
野
県
か
ら
自
動
車
税
種
別
割

の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

５
月
中
旬
に
は
お
手
元
に
届
き

ま
す
の
で
、
納
期
内
の
ご
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
県

税
事
務
所
、
金
融
機
関
で
の
納
付

の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

ア
プ
リ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
に
よ
る
納
付
が
可
能
で
す
。

　

納
付
後
す
ぐ
に
継
続
検
査（
車

検
）を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
納
税

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
・
県
税
事
務
所
で
の
ご
納
付

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
南
信
県
税
事
務
所

　

飯
田
事
務
所

　

☎
０
２
６
５－

５
３－

０
４
０
５

※
納
付
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
は

長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
が
い
、
戦
傷
病
、
知
的

障
が
い
又
は
精
神
障
が
い
の
あ
る

方
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
自
動
車

税（
種
別
割
・
環
境
性
能
割
）が
減

免
に
な
り
ま
す
。
申
請
は
、
県
税

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
の
期
間
が

条
件
付
き
で
延
長
さ
れ
ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨

差
し
控
え
に
よ
り
、
接
種
の
機

会
を
逃
し
た
方
を
対
象
と
し
て
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種（
公
費
接

種
）が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
期
間

は
令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
以
下
の
条

件
を
満
た
す
方
は
接
種
期
間
が
1

年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
定
期
接
種
対
象

の
高
校
1
年
生
相
当（
平
成
20
年

度
生
ま
れ
）の
方
も
同
様
に
延
長

さ
れ
ま
す
。

〇
対
象
者
・
条
件

・
平
成
9
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

生
ま
れ
の
女
性

・
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令
和

7
年
3
月
31
日
ま
で
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
を
1
回
ま
た
は
2
回

接
種
を
し
て
い
て
、
接
種
が
完

了
し
て
い
な
い
方

〇
公
費
で
の
接
種
期
間

　

令
和
8
年
3
月
31
日
ま
で

※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.

nagano.lg.jp/kansensho-
taisaku/20220530hpv.htm

l

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
ま
た
は

　

県
庁　

感
染
症
対
策
課

　

☎
０
２
６－

２
３
５－

７
１
４
８

事
務
所
窓
口
で
の
申
請
の
ほ
か
、

「
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
南
信
県
税
事
務
所

飯
田
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〇
申
請
期
限　
６
月
２
日（
月
）

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
南
信
県
税
事
務
所

　

飯
田
事
務
所

　

☎
０
２
６
５－

５
３－

０
４
０
５

※
減
免
申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は

長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

紙）

を
横
長
に
用
い
、
右
半
分

に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名（

本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き）

、

生
年
月
日
、
性
別
及
び
職
業

（

な
る
べ
く
具
体
的
に）

を
縦
書

き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
無
職

の
場
合
は
、「
無
職
」
と
書
い

て
く
だ
さ
い（

以
前
に
職
業
に

就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。）

。
な
お
、
主
婦
の

場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」
と
書

い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

・
用
紙
は
、半
紙
と
し
、記
載
事
項

は
全
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ

さ
い
。た
だ
し
、海
外
か
ら
詠
進

す
る
場
合
は
、用
紙
は
随
意（

但
、

半
紙
サ
イ
ズ
24
㎝
×
33
㎝
の
横

長）

と
し
、毛
筆
で
な
く
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

・
病
気
又
は
身
体
障
が
い
の
た
め

毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
左
記
に
よ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ア
代
筆（

墨
書）

に
よ
る
。
代
筆
の

理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及
び
氏

名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に

添
え
て
く
だ
さ
い
。

イ
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。

こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を

使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い

て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ウ
視
覚
障
が
い
の
方
は
、
点
字
で

詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

〇
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失

格
と
な
り
ま
す
。

・
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場

合
・
短
歌
の
定
型
で
な
い
も
の

ま
た
用
紙
が
縦
長
の
場
合

・
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

合
や
毛
筆
で
な
い
場
合

・
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短

歌
と
同
一
又
は
著
し
く
類
似
し

た
短
歌
で
あ
る
場
合

・
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る

以
前
に
、
新
聞
・
雑
誌
そ
の
他

の
出
版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り

発
表
し
た
場
合

・
先
に
記
し
た
代
筆
の
理
由
書
を

添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と

認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

・
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
職
業
を
書
い

て
い
な
い
も
の
そ
の
他
こ
の
詠

進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

〇
詠
進
の
期
間

お
題
発
表
の
日
か
ら
9
月
30
日

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

消
印
が
9
月
30
日
ま
で
の
も
の

を
有
効
と
し
ま
す
。

〇
郵
便
の
あ
て
先

「
〒
１
０
０

－

８
１
１
１　

宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封

入
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
内
庁
式
部
職

※
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
、

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、

返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を

添
え
て
、
9
月
20
日
ま
で
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.kunaicho.

go.jp/event/eishin.htm
l



102025.4情報誌情報誌

『がん検診受診を特に推奨する年齢』（国指針）
◆子宮：２０～69歳 ◆大腸・乳房・肺：４０～69歳 ◆胃：５０～69歳
早期発見・治療が重要ながん。早期がんは自覚症状がありません。

＜提出先：役場保健福祉課健康保険係（又は役場入口前文書受取箱）＞

　3月の文書配布で令和7年度各種検診申込書を配布させていただきますので、
必ず内容をご確認いただき提出をお願いします。

【年度途中でもお申し込み可能です】
　検診実施前なら、年度途中でもお申し込みいただけます。会社で受けられなかった…等の時は、村の検診に是非
お申し込みください。

【問い合わせ先】　役場　保健福祉課　健康保険係　☎33−5125

提出期限　令和７年４月10日（木）

検 診 名 対象年齢等
（令和8年３月末時点）

受診
間隔 検診内容 検診日時

（受付時間） 検診場所 検診費用 備　　考

特 定 健 診 40～74歳の
国保加入者

年に
１回 ･血液検査

･尿検査
･計測
･問診
･診察
･心電図、眼底

９月８～11日
（ 8:３0～15:３0） 福祉C ３,000円 ※心電図・眼底は

　必須

基 本 健 診 ・３9歳以下
・後期高齢者

年に
１回

９月25･26日
（ 8:３0～15:３0） 福祉C

基本:2,200円
※後期高齢は
　500円
心電図:500円
眼　底:３00円

　眼底・心電図は
　希望
※後期高齢者は
　心電図必須

前立腺がん
検 査

50歳～79歳
男性

年に
１回 血液検査 ９月８～11日

　　25・26日 福祉C 500円 特定健診・基本健診
と同時実施

胃 が ん
検 診 ３0～79歳 年に

１回
レントゲン検査

（バリウム検査）
７月２～４日
　　７・８日

（ 7:00～ 9:00）
福祉C 1,000円

※検診車の台数が
　限られるため
　１か所で実施

大 腸 が ん
検 診 ３0歳以上 年に

１回
便潜血検査

（検便）

７月２～４日
　　７・８日

（ 7:00～ 9:00）

胃がん
検診会場

（福祉C） 400円 ※８日は役場での
　受付無し

７月２～４日・７日
（ 9:00～17:15） 役場庁舎

肺 が ん
（ 結 核 ）
検 診

40歳以上 年に
１回 レントゲン検査 ８月１・４・５日

10月７日 村内各所 ３00円
結核の早期発見の
ため、60歳を過ぎた
ら結核検診受診を

乳 房 が ん
検 診

【エコー】
３0～３9歳女性

年に
１回 超音波検査 ６月11・1３日

（ 9:00～12:00） 福祉C 1,000円
・授乳中・妊娠中
　の方は受診でき
　ません。
※期間外での受診
　を希望する場合
　は要相談（厚生
　病院個別検診を
　ご案内します）

【マンモグラフィ】
40歳以上で

偶数年齢の女性
２年に
１回 レントゲン検査

６月２・３日　　
　　11・1３・16日
（ 9:00～14:00）

福祉C
1,800円

子宮頸がん
検 診

20～78歳で
偶数年齢の女性

２年に
１回 細胞診・内診 ＜個別検診＞（7～12月）

村指定の医療機関を予約し受診
1,500円 ※期間外での受診

　を希望する場合
　は要相談

＜令和７年度検診日程等一覧＞

各種検診申込書の提出をお願いします！

定期健診・検診を受けて
病気・死亡を防ごう！

クーポン対象者
は無料

クーポン対象者
は無料

クーポン対象者
は無料
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農業委員会通信 №109
喬木村農業委員会
☎３３−５1２６

昨年１年間の貸借料や近隣市町村農業委員会で
出している情報を参考に作成しています。賃貸借
契約をする際などの目安としてお使いください。

令和７年　喬木村農地賃借料情報

令和７年度　農作業標準労賃・機械作業料金
農作業標準労賃　（参考：最低賃金998円　令和６年10月１日より） 機械作業料金

令和６年1月から令和６年1２月までに締結（公告）された
農地の賃貸借契約における賃借料の平均額（1０a当たり）
は、以下のとおりです。

水田 10a当たり／単位：円

地区名 平均額 最高額 最低額
件　数 （参考）

過去3年平均全件数 うち無償
阿 　 　 　 島 9,200 10,400 6,600 16 2 9,100
小 　 　 　 川 7,300 11,000 4,000 12 5 7,700
伊  久  間 8,000 10,000 6,000 4 1 8,100
富田・大和知・氏乗 8,000 10,000 3,300 12 4 8,100
加 々 須・ 大 島 6,500 9,300 5,000 − − 6,500

（ 参 考 ）喬 木 村 平 均 7,800 10,140 4,980 7,900

畑 10a当たり／単位：円

区分（喬木全域） 平均額 最高額 最低額
件　数 （参考）

過去3年平均全件数 うち無償
普   通   畑 7,900 13,800 3,300 47 11 8,800
果 　 　 　 樹 8,900 11,000 4,000 50 16 8,800
飼 料 作 物 5,000 5,000 5,000 8 7 6,300

＊土地代金のみの金額です。
＊使用貸借（無償）、土地改良区賦課金等農地の管理費を賃借料に設定した契約は含みません。
＊この「賃借料情報」は、賃借料の目安としてお知らせするものです。実際の契約の際は、ほ場の面積・形状、
作物、作業条件、地域の実情等を考慮し、両者でよく協議したうえで締結してください。
＊賃借料の平均額・最高額・最低額を算出するにあたり、平均に比べ著しく高額あるいは低額の場合、施設園
芸、物納等特殊な契約は除いてあります。

※年度途中に長野県最低賃金が上記の金額を上回った
場合には、長野県最低賃金の金額を適用する。

◆苗・結束紐・農薬は、委託者持ちとする。
◆機械・燃料・食事は、作業者持ちとする。
◆消費税1０%は外税とする。（消費税法上、総額表示の
対象となりません）

作業の種類 賃金/円 備　　考

稲作
一 般 作 業 1,000

１時間あたりの賃金田 植 作 業 1,000
畑 一 般 作 業 1,000

果樹

剪 定・ 棚 張 作 業 1,900 １時間あたりの賃金

＊果樹の一般作業で
特殊技術を必要と
するものは除く

一 般 作 業 1,000
ＳＳオペレーター 2,100
収 穫 作 業 1,000

作業の種類 単位 料金/円 備　　考
耕耘作業（15cm耕起） 10a 9,200

作業の難易度
や広さなど、
圃場条件によ
り作業料金は
割増。

代 か き 作 業 10a 11,200
畦 塗 り 作 業 1m 150
田 植 作 業 10a 10,400
（ 育　 苗 ） 1箱 820
（ 残　 苗 ） 1箱 410

バ イ ン ダ ー 10a 10,000
ハ ー ベ ス タ ー 10a 10,500
畑 地 耕 起 10a 9,400
ＳＳによる防除作業 10a 4,100
手散布による消毒作業 1時間 2,500
草 刈 （モ　ア） 10a 5,100
草 刈 （刈払機） 1時間 2,000
バ ッ ク ホ ー 1時間 5,900 移動料別途

ストップ！！　農作業事故
～農作業は　ゆとりをもって　やりましょう～
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　こんにちは、地域おこし協力隊の吉川千恵です。この挨拶も今回で最後になりました。
　2022年4月に喬木村の協力隊に着任してから、私は芸術表現やコンテンポラリーダンスを知ってもらいた
い！という思いでこの3年間様々なワークショップを企画してきました。コンテンポラリーダンスはもちろん、
シルクスクリーンや影絵、音楽創作などなど、そして、昨年10月には曙月庵で喬木村で初めてのコンテンポラ
リーダンス公演「面々とメモリー」を開催しました。村民の方にも出演していただけてとても嬉しかったです。
　また、第一小、第二小、中学校でもダンスワークショップや運動会創作ダンスの振付などで関わることがで
きました。その他にも、村民の方と公民館クラブ「ＤＥＥＥＰ」を立ち上げ喬木村の豊かな自然をダンスと音
で表現し、発信してきました。4月以降も喬木村の村民です。これからも皆様に、芸術表現のワークショップ
やダンス公演でお会いできたら良いなと思っております‼ありがとうございました。
　そして、最後のお知らせです。

　こんにちは！喬木村地域おこし協力隊の武石です。
　毎度ご好評いただいている阿島傘ランプシェードのワーク
ショップ。今回は活動の集大成として、喬木村の癒し空間・しろ
くま座のギャラリースペースをお借りして開催しました！
　生活の中でなかなか使わなくなった阿島傘をより身近に感じて
もらいたいと考案した、阿島傘と同じ素材を使った和傘ランプ
シェードの製作体験。
　２日間開催し村内外から計12名の方が参加し、それぞれの素敵
なランプシェードを完成させました！

＜退任のご挨拶＞
　2021年10月に着任し3年半、喬木村地域おこし協力隊として活
動させていただきました。3月末で退任となります。たくさんの
方々に支えられ、たくさんのご声援をいただきながら、恵まれた
環境の中で活動できたことを感謝いたします。地域の方々と出会
い、豊かな自然と伝統に触れながら貴重な時間を過ごすことがで
きました。
　これからも喬木村と地域の繫栄を願って、そして阿島傘がこれ
からも永く続いていきますように。

@しろくま座〈阿島傘 ほのかな光のぬくもりワークショップ〉を開催しました！

3年間ありがとうございました！ 吉川 千恵

武石 真歩

　「はじめての演劇ワークショップ」

　3月25日（火）18時～20時、第一公民館で行います！
　対象は中学生以上、参加費は無料です。
　内容は準備運動から発声練習、小作品の発表まで約
２時間の演劇稽古を体験！協力隊として最後の企画
ワークショップ、皆様のご参加をお待ちしております。

お申込みは　
こちらから➡

講師：益山 寛司（マスヤマ カンジ）

楽しい演劇の稽古
です。
皆様お待ちしてお
ります！
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　阿島傘でお世話になっています小林です。令和4年に喬木村地域おこし協力隊に着任し約4年が過ぎました。
本来の任期は3年の所ですが、コロナ禍の影響もあり１年の任期延長をしました。そして、令和7年3月末に
任期終了となり、残念ながら、喬木村から離れることとなります。
　徳島県美馬市にて「美馬和傘」の地域おこし協力隊として活動した後に、喬木村で「阿島傘」の地域おこし
協力隊をさせていただきました。
　振り返ればやり残したことも多くありますが、「阿島の大傘」修復、「和傘ってどんなもの？阿島の和傘篇」
執筆、「阿島傘後継者育成講座」開催、和傘資料展、各ライトアップなど、濃い4年間でした。
　「和傘はこの国から無くなります」と言い続けています。「無くなる」を意識することで「残すためにやるべ

　喬木村地域おこし協力隊の活動内容を住民の皆様に知っていただくとともに、今後の活動に向けた交流・連
携のきっかけづくりを目的として、活動報告会を実施します。
　当日は、隊員12名がそれぞれブースを出し、これまでの活動内容や成果などをお伝えします。

喬木村 地域おこし協力隊 活動報告会　開催のお知らせ

阿島傘との関りを通して 小林 修

きこと」を見えるようにしています。日本の和傘を後世に正しく繋げるために、
また次の場所で和傘の伝統技術・伝統文化継承に励みたいと思います。
　全国から見ても阿島傘は貴重な文化です。その阿島傘を後世に少しでも長く伝
えられるように自分なりに尽力したつもりです。
　「日本一長い和傘授業」「日本一人の手の入った大傘」など日本一に村民の方々
は関わっておられます。ぜひ、誇りを持って次世代へと文化を繋げて行ってもら
えると嬉しく思います。
　少しでも「長野県・喬木村の大切な伝統・阿島傘」のためになれたなら、ここ
に来させていただいた意味もあったと思います。数十年後も変わらず、この村で
阿島傘が作られていることを願っています。
　今後は後継者育成講座修了生たちにバトンを渡します。暖かく見守
り、力になってくださると嬉しく思います。
　ありがとうございました。

【問い合わせ先】　役場　企画財政課　☎33−5129

吉川 千恵
(ダンス)

神崎 智江
(集落支援)

川島 球人
(スポーツ)

下村 英雄
(林業振興)

小林 修
(阿島傘)

与座 祐也
(農業振興)

武石 真歩
(阿島傘)

家久来 忠昭
(農業振興)

石松 裕敏
(地域力創造㈱)

國島 智之
(農業振興)

奥山 可菜
(地域力創造㈱)

井上 泰治
(産業振興)

〇日時：３月24日（月）　午後７時から
〇会場：喬木村福祉センター多目的ホール

現
在
活
動
中
の
協
力
隊
12
名

参加費は無料・参加申込は
不要だよ♪

「和傘ってどんなもの？
阿島の和傘篇」

各図書館にて閲覧できます。
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　2025年１月22日、椋鳩十は生誕120年を迎えました。令和7年度は夕やけ祭の講演会講師に椋先生のお孫さん久
保田里花さんを予定しています。また、昨年好評だった夕やけ祭企画展も内容を充実させて行う予定です。
　令和7年度も椋鳩十記念館・記念図書館をよろしくお願いします。

◎記念館
≪椋鳩十夕やけ祭≫
　11月30日（日）式典、椋鳩十賞読書感想文コンクール表彰式、記念講演会
　記念講演会講師：久保田里花さん（文筆家）
≪椋鳩十生誕120周年記念　椋鳩十賞読書感想文コンクール》
　5月上旬　　　課題作品発表
　9月10日（水）　応募締め切り
　10月24日（金）　結果発表
　11月30日（日）　「第38回椋鳩十夕やけ祭」にて表彰
≪夕やけ祭企画展≫
　10月25日（土）～　企画展①
　11月15日（土）～　企画展②
≪椋文学夏期講座≫
　8月17日（日）　講師：菅沼利光先生

◎図書館
≪読書推進活動≫
　６月9日（月）　椋の日、全村読書の日
　8月10日（日）　鳩十の日、全村読書の日、こども夏まつり
　11月18日（火）～30日（日）　全村読書旬間
≪おはなし会≫
「おはなしのへや」（水曜日午前10時30分～　年11回）
　4月16日（水）　◎内容：ボランティアさんによる読み聞かせ
　5月14日（水）　　　　　手あそび、紙芝居など
　６月11日（水）　＊以降は喬木村事業計画カレンダーをご覧ください。
「絵本の会」（水曜日午前10時30分～　年8回）
　4月30日（水）　◎内容：図書館職員による読み聞かせ
　5月28日（水）　　　　　手あそび、季節の工作など
　６月25日（水）　＊以降は喬木村事業計画カレンダーをご覧ください。
「お楽しみ会」（不定期開催予定）

＊令和６年度は「ぬいぐるみおとまり会」「スノーマン作り」を行いました。

年 間 事 業 計 画 昨 年 の 様 子

絵本の会（季節の工作）

こども夏まつり（クイズラリー）

ぬいぐるみおとまり会（おはなし会）

夕やけ祭講演会（長野ヒデ子さん）

≪GW中の特別開館について≫
　5月3日（土）、4日（日）は記念館とギャラリーのみ特別開館します。
　開館時間は、午前10時～午後5時まで。

椋鳩十記念館・記念図書館　TEL33－4569 FAX33－4599

第157号
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【参観日】
今年度最後の参観日は、一年間、活動して成長し
た姿を見てもらい、年長児は保護者の方と一緒に
大きな獅子の貼り絵をしました。子どもたちの思
いと保護者の方の思いが一緒になった、立派な獅
子ができ上がりました。

【地域の方へお礼の会】
今年一年お世話になった地域の方を招待
して、一緒にスープと五平餅を作りまし
た。一緒に作ることで自然な関わりをも
つことができました。作って楽しい、食
べて楽しい、素敵な思い出になりました。

【とろりんこで…】
とろりんこに遊びに行くと、丸太や木
の枝で子どもたちがいろんな遊びをし
ています。木の枝で作った家や葉っぱ
の布団、丸太のシーソーでは、どっち
が持ち上がるか友達を呼んできて、乗っ
ていました。

【麦踏み】
スピカの会の方によんでいただき、年
中・年少児が麦踏みの体験をしました。
以前種を蒔いた小麦が芽を出している
様子を見ながら、一つ大きい学年になっ
たら収穫できることを楽しみに、カニ
さん歩きで踏んでいました。

【雪】
今年はあまり雪が降らないので、少しでも園庭
が白くなると大喜びです。一生懸命かき集めた
雪で、山や雪だるまを作って遊びました。

【豚汁パーティー】
保育園の活動にご協力いただいた方に、子どもたちが感謝の気持ちをこめて、保
育園で採れた大根を使って、豚汁を作りました。地域の方が来てくれることがと
ても嬉しい子どもたち、これからも繋げていきたいと思います。

【事念仏】
今年は地域の方や小学生と一緒に行いま
した。今年は久しぶりに数珠回しをする
ことができ、たくさんの方と行事を共に
することができました。

【参観日】
参観日では自分たちが頑張ってきたことを
発表したり、みんなでわらべうたをしたり
して楽しみました。一年間の成長を見ても
らえました。

保育園だより
№186

たかぎ保育園

南保育園
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11月～２月の活動から　～自分で考え行動する姿を目指して～
第
一
小
の
皆
さ
ん
と
合
同
で

松
本
市
・
安
曇
野
市
に
行
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
学
び

が
あ
り
ま
し
た
。

本
番
に
向
け
て
練
習
に
励
み
、

当
日
は
精
一
杯
の
力
を
出
し

切
り
ま
し
た
。

4年生社会見学 マラソン大会

生
活
科
と
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
発
表
会
。
地
域
の
皆

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
他
に
も
、

全
校
合
唱
・
銀
嶺
太
鼓
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

三
学
期
初
日
に
、
書
き
初
め

を
行
い
ま
し
た
。
と
て
も
よ

く
集
中
し
、
力
強
い
作
品
が

で
き
ま
し
た
。

二
月
、
椋
鳩
十
記
念
図
書
館

の
ロ
ビ
ー
で
富
田
焼
の
作
品

展
を
行
い
ま
し
た
。
個
性
あ

ふ
れ
る
作
品
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
方
と
収
穫
し
た
秋
の

味
覚
を
味
わ
う
会
を
行
い
ま

し
た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
「
や
っ
て
み

た
い
！
」
と
い
う
思
い
か
ら

実
現
し
た
も
ち
つ
き
会
。
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

二
月
の
参
観
日
、
一
年
間
取

り
組
ん
で
き
た
探
究
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と

り
が
自
信
を
も
っ
て
発
表
す

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

二小祭

全校書き初め会

陶芸作品展

収穫を味わう会（まっちゃん会）

もちつき会

探究発表会

第二小

№295
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【4月のイベントカレンダー】

※予定が変更になる場合があります。最新の情報は、くりんネットやいちごチャンネルなどでご確認ください。

喬木村公式LINE友だち募集中!!
欲しい情報の分野を登録することであなたに必要な情報だけを
お届けします

登録方法

欲しい情報が自分で選べる！！

右記の二次元コード または ID検索から「＠takagimura」で検索

【問い合わせ先】　ハローワーク（飯田公共職業安定所）　☎24−8609
　　　　　　　　役場　産業振興課　商工観光係　☎33−5126

求人者名 職　種 掲載期限

㈱アイテク ＩＣＴ支援員、品質管理者、製造リーダー
製造技術者・電子回路技術者 ５月31日

さくら接骨院 柔道整復師・鍼灸師・あん摩マッサージ指圧師 ４月30日
野島建設㈱ 現場技能者・現場技術者 ４月30日
㈱クリーンサービスナンシン ふとん類、制服などのクリーニング業務 ４月30日
㈲竜西トラック フォーク作業及び大型運転作業 ４月30日
㈱いとう　藤山 調理スタッフ ４月30日
飯田養護学校 特別支援学校の講師、特別支援学校寄宿舎指導員 ４月30日
飯田精機㈱ 金属製品の出荷前検査 ４月30日
㈲ナンシングリーンカラー リフォーム営業 ４月30日
光伸製瓦㈲ 瓦屋根葺工事（職人見習） ４月30日
喬木村社会福祉協議会 看護師・准看護師（正社員） ４月30日
㈱ライフネクト 交通誘導警備員 ４月30日
㈲協立電気商会 電気工事士見習 ４月30日
㈱はやし ルート営業 ３月31日
喬木村社会福祉協議会 介護支援専門員（ケアマネージャー） ３月31日

※ハローワークインターネットサービスに掲載されている情報の再掲です。
　勤務条件等詳細はハローワークにお問い合わせください。

ハローワーク
村内企業求人情報(フルタイム) 令和７年３月５日現在

１日（火）消防団辞令交付式
　 蔵書整理休館日（図書館）
3日（木）入園式（各保育園）
4日（金）入学式・一学期始業式（小中学校）
7日（月） 子育てひろば　はじまりの会（学遊館）
8日（火） 狂犬病予防注射
13日（日） 粗大ごみ収集（有料）
14日（月） ★足つぼマッサージ（学遊館）
16日（水） おはなしのへや（図書館）

17日（木） 役場文書配布（PM）
20日（日） 環境美化運動

21日（月）遊びのひろば　こいのぼりづくり
（～5月２日（金））（学遊館）

22日（火） ★発達支援相談日（学遊館）
25日（金） 緑化祭
26日（土）長野県市町村対抗駅伝大会
2９日（火）りんごの樹オーナー農園開園式（予定）
30日（水）絵本の会（図書館）

★…開放教室



◆松茸生産力向上シンポジウム　2月9日（日）
長野県は松茸の生産量が全国でもトップクラス。その中でも南信州の
生産量は多くの割合を占めています。そこで松茸研究会らが中心とな
る実行委員会が、これからの松茸産業を拡大していこうとシンポジウ
ムを開催。およそ100名の方が参加しました。実行委員会からは、気
候条件による収穫量の不安定さを解消するためにも、今後は山の手
入れへの理解を広め、協力者を増やしていきたいとの話がありました。

◆伊久間 桜の丘公園　桜の植樹　2月24日（月）
伊久間里山整備協議会では「開かれた里山整備」の活動を行っ
ており、伊久間原の桜の丘公園の整備を令和5年度から始めて
います。老木となった桜の木はすでに伐採され、今回は新たに
桜の苗木31本を植樹。また村発足150周年を記念し、イチョウ
の苗木も植樹されました。地域の子どもたちも参加し、新たな
憩いの場となるよう願いを込めながら作業が進められました。

◆公民館第40回ふるさとづくりフォーラム　2月2日（日）
昨年に続き「今日から始めるゴミニケーション」を開催。今回は「ゴ
ミも積もれば宝」と題しリサイクルについて学びました。前半は
サントリーグループ専門講師によるペットボトルリサイクルの啓
発授業。後半はゴミを減らすために取り組んでいることや工夫、
ゴミ出しについての疑問点などをグループに分かれて話し合い、
ゴミも資源として再活用できることの大切さを確認し合いました。

◆ふるさとＣＭ大賞「藤森賞」副賞　藤森慎吾さん来村　2月25日（火）
喬木村から応募した作品が司会の藤森慎吾さんから「藤
森賞」を受賞。副賞として「慎吾のおてつだい券」を頂き、
このたび来村。子育てひろばで子どもたちと触れ合い、
阿島傘づくりをお手伝いしてもらいました。最初は緊張
した様子の子どもたちでしたが、一緒に過ごすうちに笑
顔が増え楽しい時間となりました。

◆令和７年度当初予算記者発表　2月26日（水）
一般会計予算案は総額43憶円。令和６年度当初予算と
比べて2.4％増となり、過去3番目の予算規模となりまし
た。移住促進や地域産業の推進、災害に強い村づくり
のほか、新時代を支える基盤の整備など、６つの重点的
な取り組みを中心に事業を計画しており、新たなステー
ジに進むための予算編成となっています。

◆社会福祉協議会 防災学習会　2月18日（火）
「災害における女性の視点」と題し日本防災士会の上野
真由さんに、能登半島地震における避難所の様子と、女
性の視点から見えてきた問題点などを講演いただきまし
た。家庭で必要な備蓄やトイレについても細かく紹介さ
れ、災害時にみんなで助け合えるよう、ひとりひとりが
しっかりと準備をしておくことの重要性が語られました。

村の話題・出来事


